
                               

  
               

                                    

   

   

 
  

     

                                               

                                               

                                                

  
 

 

  
                                    

小
松
川
平
井
地
区
防
災
訓
練 

活
動
だ
よ
り 

江
戸
川
区
内
消
防
団
合
同
点
検 

分
団
紹
介 

第
九
分
団 

平 成 ２ ３ 年 １ １ 月 ２ ７ 日  

第 一 分 団 格 納 庫 落 成 式  
 

平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 ４ 日  消 防 少

年 団 防 火 祈 願 餅 つ き 団 幹 部 参 加  

平 成 ２ ４ 年 １ 月 ２ ２ 日 文 化 財 防

火 デ ー 演 習  一 之 江 名 主 屋 敷 に

て  

 

平 成 ２ ４ 年 ２ 月 １ ２ 日 平 井 西 町

会 防 災 訓 練  平 井 西 小 に て  

首 都 圏 直 下 型 想 定 震 災 参 集 訓

練 平 成  ２ ３ 年 １ １ 月 ２ ６ 日  

深
め
る
と
共
に
地
域
全
体

の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
訓
練
会
場
ま
で
は
、

町
会
ご
と
に
協
力
し
な
が

ら
集
合
し
ま
し
た
。 

会
場
で
は
い
ざ
と
言
う

時
に
的
確
な
行
動
が
取
れ

る
よ
う
消
火
訓
練
・
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
・
応
急
救
護
等

様
々
な
訓
練
が
お
こ
な
わ

れ
東
日
本
大
震
災
直
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。 

第
九
分
団
は
、
総
勢
三

十
一
名
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
松
江
二
丁
目
町
会
・

西
一
之
江
原
町
会
・
松
江

東
町
会
・
貞
明
町
会
・
松

江
南
町
会
・
西
一
之
江
中

辻
町
会
・
江
上
町
会
の
七

町
会
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
毎
年
水
防
訓
練
、
防

災
訓
練
、
消
防
操
法
訓
練

な
ど
様
々
な
訓
練
を
行
い

災
害
時
に
備
え
て
い
ま

す
。
又
、
各
町
会
で
の
祭

り
や
、
年
末
の
警
戒
等
地

域
行
事
に
は
積
極
的
に
参

加
協
力
し
、
常
に
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

地
域
の
安
心
安
全
の
た

め
、
震
災
時
に
備
え
、
中

学
生
や
高
校
生
達
の
若
い

力
が
活
躍
で
き
る
場
を
広

げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
七
月
三

日
（
日
）
第
二
十
九
回
小
松

川
・
平
井
地
区
総
合
防
災
訓

練
が
大
島
・
小
松
川
公
園
自

由
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
災
害
に
備

え
、
住
民
同
士
の
連
携
を 

新
分
団
長
紹
介 

第
五
分
団
は
、
春
江
町
、

谷
河
内
、
新
堀
町
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
構
成
す
る
団
員

年
齢
は
、
若
く
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
各
部
の
連
係

も
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
私
達
の
五
分
団
は
、

現
役
も
Ｏ
Ｂ
も
、
消
防
団
活

動
に
は
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込

み
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
こ
の
地
域
の
特
色
で
も

あ
る
“
負
け
じ
魂
”
の
発
露

か
ら
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
負

け
じ
魂
が
や
が
て
気
持
ち
に

乗
り
移
り
、
回
り
の
人
を
巻

き
込
ん
で
、
地
域
全
体
の
雰

囲
気
に
な
っ
て
い
く
、
そ
ん

な
熱
い
気
持
ち
を
背
負
っ

て
、
消
防
団
活
動
に
、
日
々

精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

第
五
分
団
長 

小
原
 
芳
寿 

第
十
分
団
長 

阿
部
 
喜
美
男 

ま
す
。
江
戸
川
競
艇
場
が
地

域
に
入
り
駐
車
場
を
操
法

大
会
の
訓
練
場
と
し
て
協

力
し
て
頂
い
て
ま
す
。
平
成

二
三
年
に
は
新
団
員
が
五

名
入
り
今
年
の
操
法
大
会

は
胸
が
膨
ら
み
期
待
を
掛

け
て
ま
す
。
団
員
の
意
識
を

育
て
知
識
経
験
、
責
任
を
も

っ
て
住
民
の
生
命
財
産
を

守
っ
て
行
き
ま
す
。
新
団

員
、
分
団
長
と
も
ど
も
意
欲

に
燃
え
た
姿
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。 

第
十
分
団
は
南
側
に
新

大
橋
通
り
、
北
側
、
京
葉
道

路
、
船
堀
街
道
を
中
心
に
東

西
を
受
け
持
ち
、
東
小
松

川
、
松
江
地
区
を
担
当
し
て 

平
成
二
十
三
年
度
江
戸
川

区
内
消
防
団
（
江
戸
川
消
防

団
、
葛
西
消
防
団
、
小
岩
消

防
団
）
合
同
点
検
が
、
十
月

二
十
三
日
（
日
）
雨
上
が
り

で
足
元
の
悪
い
中
、
荒
川
河

川
敷
右
岸
で
団
員
七
百
人
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
江

戸
川
区
長
を
は
じ
め
、
多
数

の
ご
来
賓
の
皆
様
の
前
で
、

通
常
点
検
他
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

前
日
来
の
降
雨
に
よ

り
足
場
が
悪
い
た
め
、
訓

練
内
容
は
変
更
と
な
り

ま
し
た
が
、
壮
観
な
合
同

点
検
と
な
り
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
桜
の
季

節
も
終
わ
り
ま
し
た
。
新

年
度
を
迎
え
て
の
広
報
紙

で
す
。
本
年
度
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


